
　『作品選集2016』への発表作品を募集します。作品選集の刊行は、
1989年に始まり、日本における建築作品の発表の場として、国内外よ
り高い評価を受けており、本会の最も重要な事業のひとつとなってお
ります。作品選集掲載作品のうちから特に優れた作品を「作品選奨」
として選考し表彰します。また、2015年4月1日時点で40歳未満の作
品選集掲載作品の筆頭設計者を「作品選集新人賞」として表彰しま
す。会員諸氏の作品選集への積極的な応募を望みます。
　「作品選集2016」応募申込書はホームページをご利用ください。
　http://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2015/sakuhin2016.pdf

募集要領
1. 目的
　本会の目的に照らし、建築に関する総合的な観点から高い水準を有
する建築作品を広く会員より募集し、選考の結果、採択された作品の
概要を毎年1回刊行される「建築雑誌増刊 作品選集」に掲載して、会
員に紹介することにより、優れた建築作品の発表の場を作り、これら
の作品の記録に役立てるとともに、会員の制作活動の向上に資するこ
とを目的とする。
2. 募集対象
　本会会員により設計され、2011年8月1日から2014年7月末日まで
に竣工した建築作品で、建築規模、用途は問わない。
　建築作品には、住宅設計、修景設計、広場設計、団地設計等、都市デザ
イン的な領域をも広く含むものとする。
3. 応募資格
　応募は、主たる設計者が全員個人会員であることとする。なお、主た
る設計者とは実際に設計に携わった者であり、作品への貢献が最も高
いと認められる者および作品の内容に共同の責任を負える者全員と
する。詳細は「論文・作品の発表の場におけるピアレビューに関する
倫理規程」（http://www.aij.or.jp/jpn/guide/rinri.pdf）を参照のこと。
4. 応募の件数
　制限は設けない。
5. 選考の資料
1―所定の応募申込書3部
2―現地交通案内概略図6部
（掲載時の巻末地図、現地審査資料として使用）
3―原稿（見開き2頁以内に、設計主旨（英文は空欄でもよい）と図
面・写真を割り付けたもの）3部
　原稿の体裁は「原稿執筆要領（抜粋）」（http://www.aij.or.jp/jpn/
symposium/2015/sakuhinstyle.pdf）を参照して作成する。カラーコ
ピーも可。
4―図面（配置、平面、立面、断面、その他設計主旨を補足する図面、
縮尺は適宜）。大きさはA4判以内。
5―写真（キャビネ判以上）20枚以内。カラーコピーも可。周辺環境
がわかるものを含むこと。
6―各階面積等基本データ
7―検査済証のコピー（建築）。設計者名、竣工日が記載された頁の
コピーを提出のこと。確認申請不要物件は、不要理由を明記した文書
を提出のこと。
8―主たる設計者が複数の場合は、それぞれの設計者が応募作品に
どう関与したかを明記した資料（主たる設計者はその応募作品に主と
なって関与した関係者のあいだで了解が得られていること）。設計者

の資格に関しては内容を問い合わせることがある。
9―1万分の 1地図（作品の所在地を図示したもの）。海外作品はこれ
に準ずる地図。コピー可。
　上記1～9をA4判クリアファイル 1冊に番号順に収めて提出のこ
と。また、選考の必要上さらに詳細な資料の提出を求めることがある。
海外作品については、プロジェクトの背景とその解決について明快な
コンセプトを示すこと。
6. 応募期間
　2015年4月13日（月）から5月11日（月）17:00までに必着のこと。
7. 提出先
　応募作品の所在地を所轄する本会各支部の事務局、海外作品につい
ては本部の事務局とする。応募作品を提出する支部が違う場合は、選
考から外れるので十分注意すること。
8. 選考方法
1―各支部に提出された応募作品のうちから、各支部に設置された
支部選考部会が作品選集委員会に推薦する作品を決定する。選考は
上記資料に一部現地視察を加えて行う。
2―海外作品については、海外作品選考部会が作品選集委員会に推
薦する作品を決定する。
3―各支部選考部会ならびに海外作品選考部会によって推薦された作
品のうちから、作品選集委員会が作品選集に掲載する作品を決定する。
4―選考結果は 10月上旬までに応募者に通知する。
9. 選考基準
　建築の学術・技術・芸術面での調和のとれた進歩、発展を目的とす
る本会の立場から、採択される作品は下記の諸点において、本会が刊行
する作品選集に掲載されるにふさわしい水準を持つべきものとする。
1―計画、構造、環境・設備および材料・工法技術に関する設計の論
理性
2―社会性、歴史性、文化性から見た地域環境への適合性
3―外部空間、内部空間の両面における造形
4―設計全般にわたってのオリジナリティ
5―地球環境保全に対する配慮および建築物のライフサイクルに対
する取り組み
　以上の側面から見て優れた作品であること。また個別部分に際立っ
て優れた部分のある作品であること。
10. 掲載原稿
　作品選集に掲載が決まった作品は、2015年10月13日（火）までに
下記の掲載原稿を作成し、本部事務局に提出する。執筆要領等詳細は
掲載決定通知とともに送付する。
1―設計主旨（英文併記）
2―建築概要（作品名、発表者名、所在地等、基本データには英文併
記のこと）
3―図面（そのまま版下となる明瞭なもの）
4―写真（画像データまたはカラーの場合はポジフィルム。写真の
版権処理は応募者の責任とする）
5―作品データ
11. 作品選集の発行
　建築雑誌増刊号として2016年3月に発行の予定。
　各作品は、見開き2ページに、設計主旨、建築概要、図面、写真、なら
びに選評を収める。

『作品選集 2016』掲載作品募集について
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12. 応募料・掲載料
1―応募料
　応募者は応募料として 1作品につき5,000円を応募と同時に支部
窓口、現金書留、または銀行振込で応募支部に納入する。現金書留に
は応募申込書のコピーを必ず同封する。銀行振込の場合は振込要領
（http://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2015/ouboryou2016.pdf）に
したがって送金する。
2―掲載料
　作品選集に掲載が決まった場合は、1作品につき50,000円を掲載料
として掲載原稿とともに本部に納入する。納入方法は別途通知する。
13. 著作権
1―掲載作品の著作権は応募者に帰属するものとし、本会は編集出
版権をもつ。
2―複写権、翻訳権を本会に委託するものとする。
3―本会は、掲載作品を電子形態によって公開できる。
4―著作権の侵害等の問題は応募者がすべての責任を負う。
　作品選集は電子形態によって公開されることを前提に、写真等につ
いて他者の著作権を侵害しないように十分注意する。
14. ウェブサイトによる公開
1―作品選集は本会および本会が許諾したウェブサイトから全ペー
ジが公開される。
2―公開にあたり、本会は応募者の許諾をとることによって掲載
ページの写真・図面等を無償で利用することができる。
15. 賞対象
1―作品選奨
　掲載作品は、「2016年日本建築学会作品選奨」の候補となる。ただ
し、海外作品は除く。
　作品選奨を受賞する場合、対象となる主たる設計者には、応募申込
書の応募者の「賞対象者」欄に○印をつけること。応募後の賞対象者
の変更は原則として認めない。
2―作品選集新人賞
　応募年（2015年）の4月1日時点で40歳未満の作品選集掲載作品
の筆頭設計者を「作品選集新人賞」として表彰する。ただし、すでに賞
を受けたことのある者、また過去に学会賞（作品）または作品選奨を受
賞した者は除く。
16. その他
1―所定の応募申込書は、本会ホームページよりダウンロードして
使用する。
2―応募資料、掲載原稿の作成費は自己負担とする。
3―応募資料、掲載原稿の図面・写真は返却する。ただし、作品選集
に掲載が決まった作品の応募資料は、作品選奨の審査が終了するまで
返却しない。
4―学会賞（作品）への応募は応募者が別途行う。
17. 各支部所在地および所轄都道府県一覧
・北海道支部（北海道）
〒060-0004 札幌市中央区北4条西3丁目1 北海道建設会館6階
TEL011-219-0702
・東北支部（青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県）
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-5-15
日本生命仙台勾当台南ビル4階 TEL022-265-3404
・関東支部
（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県）
〒108-8414 東京都港区芝5-26-20 建築会館
TEL03-3456-2050
・東海支部（静岡県・岐阜県・愛知県・三重県）
〒460-0008 名古屋市中区栄4-3-26 昭和ビル5階

TEL052-243-6244
・北陸支部（新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県）
〒920-0863 金沢市玉川町15-1 パークサイドビル3階
TEL076-220-5566
・近畿支部（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）
〒550-0004 大阪市西区靱本町1-8-4
大阪科学技術センター内 TEL06-6443-0538
・中国支部（鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県）
〒730-0052 広島市中区千田町3-7-47 広島県情報プラザ5階
広島県建築士会内 TEL082-243-6605
・四国支部（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）
〒782-0003 高知県香美市土佐山田町宮ノ口185
高知工科大学地域連携棟201
TEL0887-53-4858
・九州支部
（福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県）
〒810-0001 福岡市中央区天神4-7-11
クレアビル5階 TEL092-406-2416
18. 作品選集委員会
＊印の退任委員の後任は、2015年6月までに決定
1―作品選集委員会
委員長 河野晴彦＊

幹　事 大谷弘明 柴田育秀＊

委　員 石田壽一 岡河貢＊ 北典夫 小坂郁夫
 佐藤昌平 篠原聡子＊ 清水耕一郎 杉浦久子＊

 高井宏之＊ 竹内徹 西村伸也 早草睦惠＊

 堀啓二 山田良
2―支部選考部会
北海道 山田良 小澤丈夫＊ 加藤誠 斉藤雅也
 照井康穂＊ 西村康志郎
東　北 石田壽一 加藤彰＊ 木曽善元 二宮正一＊

 速水清孝 福屋粧子 渡辺敏男＊

関　東 堀啓二 安東直 井深誠 大西正修
 小板橋裕一 柴田和敬 田井幹夫 手塚由比
 藤谷真人 藤村龍至 馬渡誠治＊ 望月悦子
 柳澤潤 和田直
東　海 高井宏之＊ 金子慶一 小林秀実＊ 雑賀俊宏＊

 寺西敦敏 原田昌幸 武藤隆
北　陸 西村伸也 鈴木晋 竹林正宏 中森勉
 梅干野成央 矢尾憲一
近　畿 小坂郁夫 内海慎介 江副敏史 小林直紀
 高橋大弐 徳岡健夫 三好陽介 三輪康一
中　国 岡河貢 小川晋一 小西郁吉 垂井俊郎
 松本静夫 村上徹
四　国 佐藤昌平 安藤雅人 内野輝明 松澤敏明
九　州 清水耕一郎 鰺坂徹 鮎川透 大西康伸
 岡田知子 小倉暢之 鈴木義弘 中村孝至
 安武敦子 吉田寛史
3―海外作品選考部会
部会長 柴田育秀＊

幹　事 大谷弘明
委　員 北典夫 杉浦久子＊ 竹内徹 早草睦惠＊

 （敬称略）
19. 問合せ（本部）
　日本建築学会事務局 作品選集担当：内野
　〒108-8414 東京都港区芝5-26-20　TEL03-3456-2017 
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柱の訂正は以下の数値を修正すること
127／ 1629／ 2012／ 3

「作品選集2016」応募申込書

応募支部 支部

支部整理番号

応募者

会員番号 主たる設計者＊ 1 賞対象者＊ 2 所属・肩書

＊１：主たる設計者は個人会員とし、その者が応募する。
＊２：賞対象者の欄には、作品選奨を受賞する場合に対象となる主たる設計者に○印をつけること。
　　�　筆頭に名を掲げる主設計者は、作品への貢献が最も高いと認められるものでなければならない。主設計者には共同設計者にその完成作品を提示し応募への
同意を得ることが求められる。詳細は、「論文・作品の発表の場におけるピアレビューに関する倫理規程」（http://www.aij.or.jp/jpn/guide/rinri.pdf）を参照の
こと。なお、応募後の主たる設計者・賞対象者の変更は一切認めない。

＊３：応募年の 4 月 1 日時点で 40 歳未満の作品選集掲載作品の筆頭設計者を「作品選集新人賞」として表彰する。
　　　既に賞を受けたことのある者、また過去に学会賞（作品）または作品選奨を受賞した者は除く

応募作品

名　　　称

所　在　地

用　　　途 竣 工 年 月 年　 　  月  　

階　　　数 地　　上　　　　　　　   階 地　　下　　　　　　　   階 屋　　上　　　　　　　   階

高　　　さ 軒　　高　　　　　　　   m 最高高さ　　　　　　　   m

面　　　積 敷地面積　　　　　　　   ㎡ 建築面積　　　　　　　   ㎡ 延床面積　　　　　　　   ㎡

構 造 種 別

建　築　主 施 工 会 社

構造設計者 設備設計者

連絡先（問合せ、採否通知、資料の返却先）

氏　　名 連絡先（所属部署名まで）

会員番号：

〒

e–mail：

電話　　　　　–　　　　　–　　　　　　　FAX　　　　　–　　　　　–　　　　　　
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